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●沿岸廻船・舟運の拠点、宿場町、そして軍需工業都
市などの歴史をもつ都市です。

・	本市は、相模平野の中央にあって、温暖な気候に恵ま

れ、古くから農業や漁業などが盛んでした。相模川河

口に位置する須賀湊
みなと

は、相模川の舟運・相模湾の廻船

の拠点としてにぎわいをみせ、物資輸送の範囲は相模

川流域、相模湾沿岸から東京湾や房総方面などにも

広がっていたといわれています。江戸時代には徳川家

康により構えられた中原御殿周辺に広大な御林が造林

され、平塚宿は東海道の宿場町としてにぎわいました。

・	明治20年、東海道線の平塚駅開業後、駅周辺は活気

にあふれ、秦野、伊勢原、厚木方面への玄関口にもな

り、商業の中心地として発展しました。明治後期から

大正期にかけては、化学、食料品、紡績などの工場が

建設され、こうした工業の発展もあり、昭和7年には県

下で4番目に市制を施行しました。昭和10年代は、軍

需工業都市として発展しましたが、昭和20年の空襲

により市中心部の314ｈａは焦土と化しました。

●戦災復興後は、商・工・農業の均衡ある産業基盤を
築くと共に、住宅整備が行われました。

・	戦災の翌年、昭和21年には戦災復興土地区画整理事

業によって230ｈａにわたる駅周辺の市街地の復興に

着手、復興へと歩み始めました。昭和30年代の高度

成長期には、「商都平塚」として栄えると共に、自動車

関連工業などの積極的な工場誘致により、商・工・農業

の均衡のとれた産業基盤を築きました。現在の市域と

なった昭和32年の人口は約10万人でした。昭和52年

には約20万人となり、20年間で倍増しました。その

後人口の増加率は緩やかになりましたが、平成4年に

は25万人を越えました。

・	戦後の人口急増期には、都市や交通への需要増大に対

応して、市街地の整備、道路、公園などの公共公益施

設の整備も進み、住宅都市として発展してきました。

序章
都市マスタープラン
策定の趣旨

　本市のこれまでのまちづくりを踏まえ、都市マスタープラ

ン策定の背景を整理し、策定のねらいを示します。また都市

マスタープランの位置づけと役割を示します。

人口・世帯数の推移、主なできごと

序.1  平塚のこれまでのまちづくり	

昭和20年7月  平塚空襲
昭和21年～  戦災復興区画整理

昭和32年10月
旧金目村編入で人口10万人に
（現在の市域となる）

昭和29年7月  旧旭村編入

昭和52年5月
人口20万人に

平成4年9月
人口25万人に

平成18年12月
人口26万人に
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昭和7年4月
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昭和26年7月  第１回平塚七夕まつり
昭和30年～  馬入工業団地に工場進出

昭和31年９月  
旧大野町、旧神田村、
旧城島村等の編入  

昭和40年～  公共下水道建設
平成10年10月
湘南銀河大橋完成

平成8年12月
総合公園全体完成

昭和45年6月
全市を市街化区域と市街化調整区域に区分
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序.2 策定の背景	

平塚市都市マスタープラン策定当時の時代背景
	 ○少子高齢化や情報社会の到来

	 ○環境問題や社会参画に対する市民意識の顕在化

	 ○厳しい財政事情など長期的な社会経済への見通し　など

策定後10年間における時代背景の変化

	 ○少子高齢化のますますの進展

	 ○新たな広域交通網の整備による広域的立地条件の高まり

	 ○地球環境に配慮した持続可能なまちづくり

	 ○市民の需要や地域社会の多様化への対応（防犯・防災意識、新しい社会の需要　など）

	 ○厳しい地方財政のなかでのまちづくりの考え方の変化　など

・	平塚市都市マスタープランが策定されておよそ10年

になります。この間、以下に示すように様々な時代背

景の変化があり、これまで以上にまちづくりを考える

上での条件が厳しくなってきています。

●都市計画法で定められている「市町村の都市計
画に関する基本的な方針」のことです。

・	平成4年の都市計画法の改正で、その第18条の2に

「市町村の都市計画に関する基本的な方針」が定め

られました。これが、都市マスタープランと呼ばれるも

のです。

・	都市マスタープランは、住民に最も身近な行政機関で

ある市町村が主体となって、広く住民の参加を求め、

20年後の望ましい都市の姿を展望し、都市の目標と

する将来都市像など都市計画※の基本的な方針を定め

るものです。

・	都市マスタープランの策定によって、道路や公園の整

備、土地利用の規制や誘導など、計画的なまちづくり

を効果的に進めることができるようになります。

●「平塚市都市マスタープラン」は平成10年3月に
策定されました。

・	本市では、都市計画法第18条の2に基づき、みどりや

水辺などの自然環境や歴史資源など、市の特性をいか

した魅力あるまちづくりを進めるため、平成10年3月

に「平塚市都市マスタープラン」を策定しました。

（1）	都市マスタープランとは

（2）	本市の都市マスタープランを今改めるための背景
●時代背景の変化に対応した新たなプランが必要です。

・	平塚市都市マスタープランは、それまでの拡大型社会

の転換を象徴するバブル崩壊後の平成10年（1998

年）に策定されました。

・	以下に示すような時代背景は織り込んでいましたが、

今日ほど差し迫っていませんでした。
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序章　都市マスタープラン策定の趣旨

相模川河口上空から富士山をのぞむ

今、改めて考えること
	 ○「将来の都市の姿」をどのように展望するか

	 ○展望した都市の姿を実現する方法として、「これからのまちづくりの進め方」はどうあるべきか

・	以上のように、この10年間で時代背景は大きく変化し、

地方分権の進展により地域に自己決定、自己責任が求

められる時代となりました。また、高度情報化や広域

交通網整備などにより、生活や産業の場の選択が広が

り、人が都市を選ぶ時代となりました。

●21世紀初頭にあたる今、「将来の望ましい姿」と
「まちづくりの進め方」を考えることが必要です。

・	このような条件のもと、市民の暮らしや産業を支え、

今後も持続可能な都市として発展していくため、21世

紀初頭にあたる今、次の２点について改めて考えるこ

とが必要です。

・「将来の都市の姿」では、本市に住み、働き、訪れる人

が、平塚の魅力を満喫し、居住や生産、楽しみなどの場

として平塚市を選んでもらうことができるよう、都市の

価値を高め、平塚市をアピールすることが重要です。

・「これからのまちづくりの進め方」では、効果的な整備

や既存の都市基盤の再構築を進め、都市の質や性能を

高めていき、それらの都市基盤や豊かな自然資産をつ

なぎ、重なり合う効果を生み出していくことが重要です。
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（1）	将来の都市の姿
●「都市としての価値が高く、広域にアピールしてい

る持続可能な都市」が、本市の将来の姿と考えます。

・	本市においては「魅力的な暮らしがある」「技術革新

をリードする産業がある」「様々な出会いのなかで新

たな発見がある」などが将来の価値ある都市の姿と考

えます。

・	本市独自のメッセージ性のある戦略づくりとして「市民

と市が地域づくりを楽しみながら進められる」「住み・

働く人が輝き、また訪れる人を魅了する」など、平塚市

を対外的にアピールする個性的な顔づくりが重要です。

・	本市の多様な自然は将来も美しい姿であり、魅力的な

暮らしや様々な都市活動が、環境保全と経済発展の両

立をなし、これらを次世代につないでいくという、持続

可能な都市となることが重要です。

（2）	今後のまちづくりの進め方
●「既にあるモノまたは新たにできるモノをいかし、

つなぎ、有効につかう」ことが、本市の将来の姿を
実現する方法であると考えます。

・	既にある様々な都市基盤や自然資産、地域力や市民力

などをいかしていくことが重要です。また、さがみ縦貫

道路など新しくできる都市基盤は、この機会を捉えて

いかしていくことが重要です。

・	これらは、相互につなぎ、また市外も視野に入れて広く

つなぎ、重なり合う効果を生み出していくことが重要

です。

・	誰もが快適かつ安全に、様々な目的で有効につかえる

ことが重要です。

序.3  策定のねらい	

　　本市が21世紀を持続可能な都市として発展していくため、将来の都市の姿と、これを

実現する方法として、今後のまちづくりの進め方を次のように考え、本プランの策定のね

らいとします。
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序章　都市マスタープラン策定の趣旨

平塚市都市マスタープラン（第2次）の位置づけ

●1. 「平塚市総合計画」、「都市計画区域の整備、開
発及び保全の方針」に即します。

・	都市計画法の規定に基づき、「議会の議決を経て定め

られた当該市町村の建設に関する基本構想」である

平塚市総合計画に即して定めます。また、神奈川県が

定める広域のマスタープランである「都市計画区域の

整備、開発及び保全の方針」に即して定めます。

●2.本市のまちづくりに関係する諸計画と整合し
ます。

・	都市計画に関する総合的かつ一体的な方針とするため、

本市の計画である「平塚市環境基本計画」「平塚市景

観計画」「平塚市緑の基本計画」「平塚市総合交通計

画」「平塚市中心市街地活性化基本計画」「農業振興

地域整備計画」「平塚市交通バリアフリー基本構想」

などについて、都市計画と関連する要素について調整

し、相互に整合します。

・	神奈川県の計画である「かながわ都市マスタープラ

ン」「かながわ交通計画」などについても、都市計画と

関連する要素について調整し整合します。

●3.本市のまちづくりの指針となります。

・	平塚市都市マスタープラン（第2次）に即して、平塚市

の各種の都市計画が定められます。すなわち本市のま

ちづくりの指針となります。

序.4  位置づけと役割

 

指針

即す●1

●2

●3

●1 平塚市
都市マスタープラン
（第２次）

市の都市計画に関する
基本的な方針

平塚市総合計画
市の建設に関する基本構想

反映

即す

整合

整合

関連計画
○平塚市の諸計画
 ・ 環境基本計画
 ・ 景観計画
 ・ 総合交通計画
 ・ 緑の基本計画 など
○神奈川県の計画

平塚都市計画
都市計画区域の整備、
開発及び保全の方針

平塚の都市計画、まちづくり

（1）	平塚市都市マスタープラン(第２次)の位置づけ
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●1.市民と市が共有するプランであり、協働でまち
づくりを進めるための指針です。

・	平塚市自治基本条例による本市の自治の基本理念を

踏まえ、市民（事業者、自治会、ＮＰＯ法人※、市民活動

団体などを含む）と市がめざすべき将来都市像を共有

し、それぞれの役割を果たしながら、協働でまちづくり

を進めるための指針です。

●2.総合計画をまちづくりの面から具体化するプ
ランです。

・	本市の行政は、平塚市総合計画によって進められま

す。平塚市都市マスタープラン（第2次）はこの総合

計画に即し、そこに位置づけられている目標や方針、

施策のうち、まちづくりに関わる内容について、わか

りやすく具体的に明示します。

●3.都市計画やまちづくり施策を、効率的かつ効果
的に進めるための指針です。

・	本市のまちづくりについて、都市計画を適切に進め、

まちづくり施策を効率的かつ効果的に進めるための

指針です。

・	まちづくり条例の十分な活用を位置づけます。

平塚市都市マスタープラン（第2次）の役割

指針

指針

平塚市総合計画
市の建設に関する
基本構想

市の役割
・ 全市的なまちづくり
・ 市民のまちづくりを支援  等

市民（企業等を含む）の役割
　　・ 身近なまちづくり
　　・ 適切な民間開発  等

平塚市
都市マスタープラン
（第２次）

市の都市計画に関する
基本的な方針

 

まちづくりに関わる
内容について
よりわかりやすく
具体的に明示

都市計画やまちづくり施策の進め方を明示
まちづくり条例の十分な活用

●1

●2

●3

共有するプラン共有するプラン

市民 市

（2）	平塚市都市マスタープラン（第2次）の役割



�

序章　都市マスタープラン策定の趣旨

平塚市都市マスタープラン（第2次）の目標年次

平塚市都市マスタープラン（第2次）の構成

	 　平塚市都市マスタープラン（第2次）は、平成20年

度（2008年度）を基準年として、おおむね20年後の

平成39年度（2027年度）を目標年次とします。

・	平塚市都市マスタープラン（第2次）は、都市計画法

で位置づけている土地利用、都市施設※などの都市計

画※の項目に、本市がまちづくりで重視する項目を加え

て構成します。

・「第Ⅰ章 まちづくりの課題」「第Ⅱ章 まちづくり全体

構想」「第Ⅲ章 ひらつかの顔づくり」「第Ⅳ章 分野別

の方針」「第Ⅴ章 地域別の方針」及び「第Ⅵ章 実現に

向けて」の大きく6つの構成となります。

～平成28年度
（～2016年度）

平成19年度～
（2007年度～）

望ましい都市の姿の展望

平成28年度
（2016年度）

平成39年度
（2027年度）

平成20年度
（2008年度）

おおむね20年後平塚市都市マスタープラン（第２次）

平塚市総合計画

本市の現状や、広域的または長期的な視点、市民の意向などを踏まえ、ま
ちづくりの骨格的課題とまちづくりに関わる分野別の課題を示します。

まちづくりの課題を踏まえ、本市の将来の都市の姿とこれからのまち
づくりの進め方を設定し、将来都市構造を示します。

将来の都市の姿と将来都市構造を実現するため、まちづくりに関わる７
つの分野を設定し、分野ごとに方針を示します。

本市独自のメッセージ性のある戦略づくりとして、本市をアピールする
先導的な地域を５つ設定し、顔づくりとしての取組みの方向を示します。

本市を７地域に区分し、各地域の特徴や課題を捉え、目標と将来像、分
野別の方針、魅力づくりの方針を示します。

まちづくり全体構想、ひらつかの顔づくり、分野別の方針、地域別の方
針の実現に向けての必要な措置について示します。

第Ⅰ章 まちづくりの課題

第Ⅱ章 まちづくり全体構想

第Ⅲ章 ひらつかの顔づくり

第Ⅳ章 分野別の方針

第Ⅴ章 地域別の方針

第Ⅵ章 実現に向けて

（3）	平塚市都市マスタープラン（第2次）の目標年次

（4）	平塚市都市マスタープラン（第2次）の構成




